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 第 1 章では、研究の背景として、ネットワーク情報環境における記録管理、アーカイブに関
して述べ、そこで用いられるメタデータ標準、メタデータ標準間をつなぐための取り組み等に
関して触れ、本論文で述べる研究の位置づけを行っている。 
 第 2 章では、本論文の研究の位置づけを明確にするためのメタデータの標準規格や関連研究
等に関して述べている。本章では、はじめに用語等の定義をしたのち、アーカイブのための主







































 第 6 章は、本研究全体に関する考察を述べている。この章は、関連研究と本研究との比較、
ライフサイクルに合わせた特徴分析等、前の章で述べたことに関して、改めて検討を行い、最
後にまとめを述べている。 
 第 7 章は結論であり、本研究のまとめと将来に残された課題等について述べている。本文に
加えて、第 5 章で述べた対応付け等をまとめて付録に入れている。 
 


































































平成 25 年 11 月 13 日、図書館情報メディア研究科学位論文審査委員会において、審査委員全
員出席のもと、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。
引き続き、「図書館情報メディア研究科博士後期課程の学位論文の審査に関する内規」第１２項
第２号に基づく最終試験を行い、審議の結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
 
【結論】 
よって、著者は博士（図書館情報学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
